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2015年4月発行（季刊）一般社団法人日本縫製機械工業会

　平成27年3月7日（土）、日本工業倶楽部（東京都千代田
区丸の内）において、第35回ホームソーイング小・中・高校
生作品コンクール入選作品表彰式が受賞者、当工業会関
係者等約130名の出席のもと盛大に開催されました。
　最初に主催者を代表して中村会長から、「今年の第35
回作品コンクールは、526校から4,233点のご応募をいた
だき、いずれもアイデアあふれる個性的な作品ばかりであ
る。今回は35回の節目にあたり、特別賞に「リクチュール
賞」を増設した。今後もミシンを楽しんでいただく方が増
えることを期待している。」と挨拶があり、続いてご来賓
の経済産業省製造産業局産業機械課長　佐脇紀代志
殿から、「機械の中で、一番初めに日本から輸出され世界
に愛されてきたのはミシンであり、現在もアジアの縫製工
場で多くの日本製ミシンが使われている。ミシンはホーム
ソーイングを支える一方、過去から現代、将来に亘り日本

経済を支える機械である。」、文部科学省初等中等教育
局教育課程課教科調査官　望月昌代殿からは、「確かな
縫製技術を習得し、ミシンの特性を上手に活かした作品
が多く、若々しい感性、センス、創造性を感じた。」と、
それぞれご挨拶をいただきました。
　経済産業大臣賞は、佐脇課長から最優秀賞の5名に、ま
た、文部科学大臣賞は望月調査官から小学校、中学校、
高等学校のそれぞれ各1校にホームソーイング振興最優秀
校として、賞状・賞品が授与されました。
　この他優秀賞、アイデア賞については、中村会長から賞
状・賞品の授与が行われ、特別賞の全国ミシン商工業協
同組合連合会・技術賞は、同連合会の高松理事長から、
またリクチュール賞は、日本ファイバーリサイクル推進協会
の木田理事長から、それぞれ賞状・賞品の授与が行われま
した。

第35回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール入選作品表彰式開催 ‥‥‥‥‥
第35回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール受賞者交流会 ‥‥‥‥‥‥‥‥
第36回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール募集を開始します‥‥‥‥‥‥‥
国際アパレル機器&繊維産業見本市（JIAM 2016 OSAKA）について‥‥‥‥‥‥‥‥ 
地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入補助金の証明書発行について‥‥‥‥‥
統計「生産・販売・在庫・輸出入（平成26年1月～ 12月）」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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第35回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール入選作品表彰式開催
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　表彰式が終了した後、日本工業倶楽部内の会場におい
て受賞者とその家族、来賓、学校関係者、会員企業及び報
道機関等が参加し受賞者交流会が開催されました。

　全国の小・中・高校生を対象とした「第36回ホームソーイ
ング小・中・高校生作品コンクール」の作品募集が始まりまし
た。詳細については当工業会ホームページをご覧下さい。
1. 応募部門：
（1）小学生の部（5・6年生）

部門は特に設けていません。中学生、高校生の全て
の作品部門を含みます。

（2）中学生の部
①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門
③リメイク・デコ作品部門
④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

第35回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール受賞者交流会

第36回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール募集を開始します

　会場には、経済産業大臣賞、優秀賞、アイデア賞、
特別賞の上位入賞作品が展示され、見事な出来栄え
に参加者は感心していました。
　表彰式では緊張の面持ちが見られた受賞者の皆
さんでしたが、交流会場では飲物と軽食が用意さ
れ、友人や家族、学校の先生方と楽しく談笑するな
ど和やかな雰囲気に包まれ、作品の前で受賞者が家
族や友人たちと一緒に記念写真を撮るなど、明るく
賑やかな一時を過ごしていました。
　また、今年も会場の一画で受賞者たちへのインタ
ビューが行われ、受賞した喜びや作品作りへの思い
入れ、苦労話などをお聞きしました。

（3）高校生の部
①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門
③リメイク・デコ作品部門
④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

2. 応募作品、応募方法などについては、当工業会ホーム
ページをご覧下さい。

3. 締　切：平成27年10月30日（金）
4. 応募先・お問い合わせ先:一般社団法人日本縫製機械

工業会「第36回作品コンクール」係
TEL.03-6435-8190　　FAX.03-6435-8192

Eメール：info@jasma.or.jp   URL：http://jasma.or.jp 

　審査の結果については、本コンクール審査委員会の曽
我部審査委員から、「小学生はミシンを使って作品作りを
楽しんでいる様子が感じられ、中学生はミシンの機能を
十二分に活用し、高校生は的確な縫製
技術で製作している。」と講評が述べ
られました。
　受賞者を代表して、名古屋市立桜台
高等学校の小島麻衣さんから、「名誉
ある賞をいただき大変嬉しく思う。経
験を積み新しい技術を身につけていく
ことができ、ものづくりの楽しさを日々
感じている。」と挨拶がありました。

　最後に35回記念として、リクチュール塾卒業生・デザイ
ナーの山口大人氏の特別講演が行われ充実した式典とな
りました。

望月 昌代 教科調査官 曽我部 多美 審査委員佐脇 紀代志 産業機械課長
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　当工業会が主催する国際アパレル機器&繊維産業見本
市（JIAM 2016 OSAKA）の出展申込を募集中です。出

展料が割引される「早期申込割引」や無償小間が提供さ
れる「展示特別支援」がありますので、ご利用下さい。

■テーマ：―革新的ソリューションと高度加工技術―
Innovative Solutions & Advanced Processing 
Technology

■会　期：2016年4月6日（水）～9日（土）

<4日間> 10：00～17：00（但し、最終日は16：00まで）

■会　場：インテックス大阪　2・3・4・5号館

■主　催：一般社団法人日本縫製機械工業（JASMA）

■特別開催協力：一般財団法人 大阪国際経済振興センター
（INTEX OSAKA）

■出展申込期限
●早期申込割引適用期限：2015年6月30日（火）（当日必着）
●通常申込期限：2015年10月30日（金）
※ただし、予定小間数に達し次第締切ります。

■出展小間料金（詳細は下記URLを参照下さい。）
　http://www.jiam-show.com/exhibitors/guidelines.htm

■展示特別支援
●募集期間：2015年10月30日（金）まで
●審 　 査：開催テーマに沿った革新的な自社新製品・

技術・サービスの実演・展示やデモンスト
レーション等を出展する場合、当工業会の
基準に基づき審査し、採用された場合は
無償小間を提供します。

●新規出展の場合、継続出展者が増小間した場合は
申込小間数に応じて無償小間が提供されます。

 （詳細は下記URLを参照下さい。）
http: //www.jiam-show.com/common/images/
downloads/application.pdf　

一般社団法人日本縫製機械工業会
TEL：03-6435-8190　FAX：03-6435-8192
Eメール：info@jasma.or.jp 
URL：http://jiam-show.com/

 問い合わせ等は下記までご連絡下さい。

国際アパレル機器&繊維産業見本市（JIAM 2016 OSAKA）について
　―早期申込割引適用期限（2015年6月30日（火））が迫っています―

日　時：2015年5月27日（水） 14：00～16：00
内　容：「JIAM2016 OSAKAビジネスフォーラム」

第一部：
JIAM2016 OSAKA出展のご案内
JIAMデスクメサゴ・メッセフランクフルト㈱ 
セールスマネージャー 宮島　利明

第二部：
「3Dプリンターがファッションを変える!」
現代社会研究所 所長 古田　隆彦

第三部：
「刺繍テクニックと刺繍ビジネスの傾向」
タジマ工業㈱ マーケティング部 次長  
　　　　　　　　　　　   岸本　孝士

会　場：フクラシア東京ステーション 
東京都千代田区大手町2-6-1　
朝日生命大手町ビル
TEL:03-6430-9355（代）
URL: http://www.fukuracia-tokyo.jp/ 

JIAM 2016 OSAKA ビジネスフォーラム
（出展者概要説明会）を開催します
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編　集　後　記

本JASMA会報は、当工業会ホームページに掲載しております。

Vol.12  No.1　 2015年4月22日発行

一般社団法人日本縫製機械工業会
発行責任者：湯原　孝志
〒105-0004 
東京都港区新橋5-25-3　第2一松ビル2階　
TEL. 03-6435-8190　FAX. 03-6435-8192

URL  http://jasma.or.jp
Eメール　info@jasma.or.jp

統計「生産・販売・在庫・輸出入（平成26年1月～12月）」

　私事ながら長距離通勤のため、毎朝会社の最寄駅
にあるコーヒーチェーン店を利用している。そこで一日
の予定を確認し、一服してリフレッシュし出社している。
その店では、スタッフのほとんどが私の嗜好を覚え、明
るい笑顔で迎え、送り出してくれる。当たり前のことで
はあるが、ちょっとした気配りと笑顔、挨拶が大事だと
改めて気付かせてくれる貴重なひとときである。
　さあ、今日も元気に出社しよう。

（A.A.）

　当工業会は、地域工場・中小企業等の省エネルギー設
備導入補助金事業の証明書発行団体として登録手続きを
行い、証明書発行の受付を開始しました。本事業の概要
は以下のとおりです。
当工業会URL：http://jasma.or.jp/syoene_hojckin.html
（1）ユーザーが、メーカーを経由し工業会（証明書発行

団体）から証明書を得た後、補助金執行団体（一般
社団法人環境共創イニシアチブ（以下、Sii））から補
助金交付を受けます。

（2）対象設備は指定（補助対象カテゴリーリストに記載
の設備、機器など）されています。
縫製機械等の場合、「⑤電気使用設備」（高効率誘

（単位:台、百万円、%）

家庭用ミシン

前年比

工業用ミシン

前年比

合計

前年比

生　　産 販　　売 在　庫 輸　　出 輸　　入

数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額数　量

 60,422 3,442 60,446 3,446 91 270,322 3,285 934,474 9,958

 107.1 114.4 106.4 112.2 79.1 102.9 107.4 97.9 113.5

 116,243 30,250 186,808 36,855 13,338 173,650 36,813 38,170 3,423

 117.1  118.3 117.1 119.6 104.7 103.9 120.2 91.7 97.5

 176,665 33,692 247,254 40,301 13,429 443,972 40,098 972,644 13,381

 113.5 117.9 114.3 119.0 104.5 103.3 119.0 97.7 109.0

資料の出所／生産、販売、在庫:経済産業省生産動態統計　輸出入:財務省通関統計

導モータ、永久磁石同期モータ、サイリスタモータ、極
数変換モータを実装したもの）等が該当します。

（3）補助対象者は事業を営んでいる法人及び個人、補
助対象経費は対象機器の購入費のみ、補助率は1／
3以内（中小企業、エネルギー多消費企業は1／2以
内）、補助額は上限は1.5億円以下、下限は50万円、
省エネに関する用件は最新モデルかつ、一代前のモ
デルと比較して年平均1%以上の省エネ性能の向上
が確認できる機器等です。

詳細は下記の「Sii」ホームページをご覧下さい。
　https://sii.or.jp/category_a_26r/dantai/apply.html

地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入補助金の証明書発行について
（最新モデル省エネルギー機器等導入支援事業（A類型））
　―証明書発行の受付を開始しました―


